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　4月19日、妄想ミーティング「未来の扉を開けよう」が開催されまし

た。12名が参加し、向上心、名誉、家族などさまざまな言葉が書いてあ

る「価値観カード」を用いて自分が大切にしていることを見つけまし

た。また、自分がなぜそれを大切にしているのかを発表しました。そう

やって言語化することによって、自分の価値観への理解がより深まりま

した。

　今回の企画はとても好評だったため、発起人の川田マキコさんと参加

者の何名かで「オトナの自己探求倶楽部」を作ることになりました。今

後は定期的に自己探求ができる場を設けていく予定です。
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おためしイノベーション富谷

　おためしイノベーション富谷（通称：ＯＩＴ）とは、

「行政・民間企業・住民（富谷塾生等）」の協働によ

り、行政課題や地域課題に対して民間のサービスやテク

ノロジーを活用し、最適な解決策の検証を行う事業で

す。

　現在は、市民協働課、教育総務課、長寿福祉課＋総務

課（情報デジタル化推進室）、都市計画課が、それぞれ

パートナー企業と打ち合わせを重ね、詳細を詰めている

ところです。プロトタイプ（検証するための試作品）の

完成も近づき、ついに実証実験が始まります。

　今年5年目になる富谷塾。今期も既に90名以上の方

が入塾し、活動が始まっています。

　今年は新たに公式LINEを導入し、より手軽に塾生が

情報を得たりコンシェルジュに相談したりできるよう

になりました。また新設した富谷塾ホームページで

は、過去のセミナー動画の視聴や掲示板での交流がで

きます。

　ますますパワーアップした富谷塾にどうぞご期待く

ださい。

第5期富谷塾始動

塾生募集中

Kindle 出版をしよう！

　誰でも無料で出版できる魅力的なKindle出版ですが、実際に本を一冊仕上げるには根気が必要です。そこで約3ヶ月

かけて一緒に出版までチャレンジしようというのが本企画です。4月20日に開催された第一回では、出版までの手順や

スケジュールの確認を行いました。次のステップとしては5月8日を目処に企画書の作成を行います。どんな本が出来上

がるか楽しみです。



　令和4年3月現在、シルバー人材センターに登録して

いる人は442名いますが、そのうち女性の割合は2割ほ

どです。女性の入会者をもっと増やすために、女性が

活躍できる仕事を発掘していきたいと考えています。

　またTOMI＋は富谷塾の拠点であり、２階にはシェ

アオフィスがあります。せっかく同じ施設内に入居し

ているのだから、富谷塾生やシェアオフィスの入居者

と連携していくなど、お互いにプラスになるような取

り組みをしていけたらと思っています。

　今は勉強しないといけないことも多いですが、楽し

くてワクワクしています！

ー奥山さんは富谷市職員を定年退職後、監査委員事

務局で局長として2年間勤務され、今回の異動となり

ました。4月からTOMI＋で働くことになりました

が、率直な感想を教えてください。

 　TOMI＋の2階に入っている富谷市シルバー人材セ

ンターは、高齢者が健康的に生活できるように「生

きがいを得るための就業」を提供し、地域社会に貢

献することを目的とした公益社団法人です。

　今回、事務局長として異動されてきた奥山育男さ

んにお話を伺いました。

　

　これまで44年間ずっと市役所（町役場）で働いて

きました。今回TOMI＋という新たな場所で働くこ

とになって、とても新鮮な気持ちです。

　一方でTOMI＋に対して懐かしさも感じていま

す。今の市役所庁舎ができたのは平成15年です。そ

れまでは今のTOMI＋が富谷町役場だったのです

が、そこで私は25年ほど働いていました。リノベー

ションされて当時と印象はだいぶ変わったものの、

思い出の場所です。

ーシルバー人材センターでの仕事はいかがですか。
　

　欧州には、「年寄りが一人亡くなることは、町の図

書館を一つ失うようなものだ」という格言があるそう

です。高齢者は知識や経験が豊富で貴重な存在だとい

う意味です。

　そう考えると、シルバー人材センターは正に人材の

宝庫であり、大きな図書館の存在と言えます。まだま

だ仕事をしているには及びませんが、高齢者の皆さん

の知識や経験を引き出し、地域社会とつなぎ活躍して

いただくこと、また、これまで培った知恵や技を伝承

する機会を創出していくことが私の役割なのかなと感

じています。その結果、高齢者の皆さんの生きがいや

健康づくりに貢献できればと考えています。

ー異動して間もないですが、今後取り組みたいことな

どはありますか。

　「デスクワークより外に出るのが好き」と話す奥山

さん。実は体育会系で、現在も還暦野球（60歳以上）

のチームで野球をしているそうです。その明るく前向

きな姿勢と笑顔がとても印象的でした。

今は勉強しないといけない
ことも多いですが、楽しく
てワクワクしています！

富谷市シルバー人材センター

事務局長　奥山育男さん


